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七
・
口
大
阪
市
が
随
意
契
約
で
発
注

＿　　　▲都構想印刷物

中
堅
印
刷
会
社

　
大
阪
市
が
「
大
阪
都
」
構
想
を
″
説

明
″
す
る
た
め
に
全
世
帯
規
模
分
を
作

製
し
た
３
種
類
の
印
刷
物
が
、
す
べ
て

随
意
契
約
で
同
一
企
業
に
発
注
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
本
紙
の
調
べ
で
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
契
約
に
さ
い
し
て
、
予

定
価
格
を
非
公
開
に
し
て
複
数
企
業
が

競
う
「
比
較
見
積
も
り
」
を
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
こ
の
企
業
が

最
低
価
格
を
握
示
し
て
受
注
す
る
と
い

う
、
不
自
然
な
結
果
に
な
っ
て
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
（
森
近
茂
樹
）

ビラ企画編集及･ぴ印刷業務委託(見積提出期服3/25 15時)

提出の有無 見積金額 契約者

(株)臨嘉態比姜71 辞退

(株)ｔＥ士白玉 有 1855.000

崎，泌兄帷ｙＳＪ(株) 辞退

(株)唇Ｕ至翌ぶ臨優心 有 1.900000

C株)屁一個碍胎距聊 辞退
裔函量漣痕匙(株) 辞退

1箆日ツ罰づにＶ゛－ ｀,有回～ べい16f4690 ・、○

』］迎Gl（株） 辞退

タブロイド版企画編集及び印刷業務委託(見積提出期限3/25 15時)

｢比較見積もり｣方式

撮出の有無 見積金額 契約者
r!i）喘ぶ醤,，禰1ｼ一 辞退
ra）E眠､愕４ 有 67750ひ0

６ごＥｺﾞ廻戻硲斟四ぐ枝） 辞退
r址)‐遥尋宿顎弧採t涸l恣 有 6743000

r埋)圖豚譚翠宰貨扁嘱屎 辞退
締鯖顧四隣雛夏枝） 辞退
一叢恣底諒官聊匹濯冷然はふ， ……乞･,lで有i百脳 ,一気ぶ｀5946130 聡Ｏ心
趣添滋廬圖f址） 辞退

パンフレット企画編集及び印刷業務委託(見積提出期限3/24 15時)

　
問
題
の
印
刷
物
は
、
大
阪

市
を
な
く
し
て
五
つ
の
特
別

区
を
設
置
す
る
こ
と
の
是
非

を
問
う
住
民
投
票
（
1
7
目
投

票
）
に
向
け
て
市
が
作
製
し

た
も
の
。
「
特
別
区
設
置
協

定
書
」
に
つ
い
て
説
明
す
る

Ａ
４
判
4
0
町
（
表
紙
合
む
）

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
４
ヴ
の

ビ
ラ
、
２
町
の
ビ
ラ
の
３
種

類
。
そ
れ
ぞ
れ
１
６
０
万
部

以
上
、
計
約
５
０
０
万
部
に

の
ぼ
り
ま
す
。

　
本
紙
が
入
手
し
た
市
の
資

料
に
よ
る
と
、
３
種
類
の
デ

ザ
イ
ン
、
印
刷
業
務
を
３
月

下
旬
に
受
注
し
、
４
月
中
に

提出の有無 見積金額 契約者

Ｊ蜃朧嘔務(株) 辞退
(株｀r‐;万両卜 有 293600DO

芦万場聊(株)
?産辺鄙爾ヅ‥ ヽよ，､'有ｙ･？｀ l脊-･･･20962315 贈○貼

(有)脳に凋
磁潅瘤趾ｉ(株) 辞退

�町着辿耐(株) 辞退
ＪＪ逗i薗（株）・ 辞退
ー笛･逼(株) 辞退
濤蔽漣･(株) 辞退

(株)賭回心
(株)ia臓逗j 辞退
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Ａ
　
　
　
　
　
Ａ

「
大
阪
部
」
構
想
説
明
の
た
め
、
大
阪
市
が
作
製
し
た
３
種
類
の
印
刷
物
の
比
較
見
積
も
り
結
果
を

示
す
内
部
資
料
。
す
べ
て
Ａ
社
が
受
注
し
て
い
ま
す
（
企
業
名
部
分
は
編
集
加
工
し
て
い
ま
す
）

準備膨大な用紙すぐ
市
に
納
品
し
た
の
は
、
東
大

阪
市
に
本
社
の
あ
る
中
堅
印

刷
会
社
Ａ
社
で
す
。
契
約
額

は
計
約
２
９
０
０
万
円
に
も

な
り
ま
す
。

　
登
記
簿
謄
本
や
民
間
信
用

機
関
に
よ
る
と
Ａ
社
は
、
東

大
阪
市
と
富
田
林
市
に
工
場

を
持
ち
、
資
本
金
５
千
万

円
、
従
業
員
6
7
人
の
「
大
阪

府
下
の
中
堅
印
刷
業
者
」
で

す
。

　
通
常
は
競
争
入
札

　
大
阪
市
で
は
通
常
、
事
業

発
注
は
契
約
管
財
局
を
通
じ

て
行
わ
れ
、
印
刷
物
な
ど
で

大
阪
市
が
作
製
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

（
左
）
、
ユ
ー
ビ
ラ
（
中
）
、
２
匹
－
ピ
ラ
（
右
）

は
１
０
０
万
円
以
上
は
競
争

入
札
を
行
い
ま
す
。
と
こ
ろ

が
今
回
は
、
「
都
」
構
想
推
進

の
中
核
部
署
で
あ
る
大
阪
府

市
大
都
市
局
が
、
自
ら
随
意

契
約
で
発
注
し
ま
し
た
。

　
こ
の
発
注
に
つ
い
て
大
都

市
局
の
担
当
課
長
は
、
「
市

議
会
で
都
構
想
関
連
の
印
刷

物
の
予
算
が
通
過
し
て
か
ら

作
製
期
限
ま
で
短
時
間
だ
っ

た
の
で
、
緊
急
の
随
意
契
約

に
し
た
。
地
方
自
治
法
で
も

認
め
ら
れ
た
ケ
ー
ス
だ
」
と

説
明
。
同
法
施
行
令
の
［
競

争
入
札
に
付
す
る
こ
と
が
不

利
と
認
め
ら
れ
る
と
き
］

（
１
６
７
条
２
第
１
項
６
号
）

を
根
拠
と
し
ま
す
が
、
災
害

な
ど
の
緊
急
時
で
も
な
い
の

に
説
得
力
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
受
注
の
過
程
も
不
自
然
で

す
。
３
種
類
の
印
刷
物
と
も

に
複
数
企
業
が
競
う
「
比
較

見
積
も
り
」
方
式
で
す
が
、

す
べ
て
で
Ａ
社
は
、
市
の
設

定
し
た
非
公
開
の
予
定
価
格

を
下
回
り
、
競
合
す
る
企
業

よ
り
低
い
価
格
を
提
示
し
て

受
注
し
て
い
る
の
で
す
。
と

く
に
４
ｙ
－
ビ
ラ
と
パ
ン
フ

は
、
予
定
価
格
を
下
回
っ
た

の
は
Ａ
社
だ
け
で
、
ま
さ
に

　一
さ入
ら勝
にち
が

甕

間
祝
さ
れ
て
い
る
の
は
、
4
0

ヅ
パ
ン
フ
に
使
用
す
る
膨
大

な
用
紙
を
中
堅
企
業
の
Ａ
社

が
短
時
間
で
準
備
で
き
た
こ

と
で
す
。
　

。

　
納
期
や
用
紙
準
備
の
都
合

で
、
大
手
を
含
め
て
多
く
の

社
が
見
積
も
り
参
加
を
辞
退

し
て
い
ま
す
。

　
パ
大
手
で
も
困
難
″

　
Ａ
社
の
実
情
を
知
る
大
阪

の
あ
る
印
刷
関
係
者
は
。

　
『
Ａ
４
判
4
0
郷
で
１
６
０
万

部
の
パ
ン
フ
を
印
刷
す
る
た

め
に
は
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
で

も
十
数
台
分
の
１
５
０
訪
以

上
の
用
紙
が
必
要
で
、
大
手

で
も
す
ぐ
に
は
用
意
が
難
し

い
。
Ａ
社
の
倉
庫
に
は
入
り

き
ら
な
い
ほ
ど
の
量
だ
。
あ

の
規
模
の
会
社
で
は
、
絶
対

に
受
注
で
き
る
と
い
う
確
信

が
な
い
限
り
、
事
前
に
準
備

で
き
る
よ
う
な
量
で
は
な

い
」
と
指
摘
し
ま
す
。

　
Ａ
社
が
「
比
較
見
積
も

り
」
で
競
合
社
に
す
べ
て
打

ち
勝
ち
、
膨
大
な
用
紙
も
準

備
で
き
た
の
は
な
ぜ
か
Ｉ
。

大
阪
市
に
は
、
事
前
の
情
報

流
出
の
有
無
も
含
め
て
、
市

民
の
疑
問
に
答
え
る
説
明
責

任
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と

は
、
「
都
」
構
想
の
賛
否
を
問

う
と
い
う
公
平
さ
が
求
め
ら

れ
る
問
題
に
関
わ
る
だ
け
に

な
お
さ
ら
で
す
。

　
Ａ
社
は
、
本
紙
の
取
材
に

た
い
し
て
1
0
日
ま
で
に
回
答

を
寄
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
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